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令和５年度予算審査特別委員会

予算総額
約 159億8,700万円

　　みんながつながり、  

       元気あふれる人生 100年のまち

                   「 くりやま 」 をめざして

町ＨＰ予算概要 QR

詳しい予算状況については、冊子「知っておきたい！まちの予算」をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町ＨＰにも掲載されています。
●役場新庁舎１階ロビー 　　　●カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　　　　　　　　　　　
●角田農村環境改善センター　●総合福祉センター「しゃるる」　　　　　　　　　　
●図書館　　●南部公民館　　　

（ 前年比　＋ 19億 476 万円 ：＋ 13.5％）　

        一般会計  103 億 1,100 万円（＋ 14 億　500 万円：＋ 15.8％） 
　　特別会計　38 億　646 万円（＋    4 億 7,846 万円：＋ 14.4％）
　　事業会計    18 億 6,954 万円（＋　　    2,130 万円：＋    1.2％）

一般会計予算内訳

依存財源 *
　　　昨年と比べて…

　　2.3％減少
 　自治体が自由に使えるお金（一般財源）のうち、
国から与えられるお金のこと。

依存財源とは

解説

町税

12.4％
道支出金

7.0％

地方譲与税　1.0％
その他　0.4％

国庫支出金

9.5％

その他

1.5％

寄附金

1.4％

繰入金

3.1％

地方交付税
33.8％

自主財源
22.6％

依存財源
75.1％

町債

22.7％

衛生費

19.6％

総務費

18.1％

民生費

20.0％

農林水産業費　4.6％

商 工 費・ 労 働 費　　　　

2.5％

土木費

12.0％

消防費　
　3.6％

公債費

10.7％
教育費
8.1％

災害復旧費
諸支出金

　予備費　0.2％

歳　出 歳　入

地方消費税交付金　

3.0％

使用料及び
手数料

2.3％
諸収入

1.9％

議会費　0.6％
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予算総額
約 159億8,700万円

　　みんながつながり、  

       元気あふれる人生 100年のまち

                   「 くりやま 」 をめざして

栗山町第７次総合計画に基づく事業予算

１. 生活環境「心豊かに暮らせるふるさとづくり」
１２億１，５９０万８千円

２. 教育「人々が元気に輝くふるさとづくり」　　　　　　　　　
７億４，５０３万１千円

３. 医療・保健・福祉「健幸で生きがい感じるふるさとづくり」　
 ５８億９，７９６万１千円

４. 産業「活力と賑わいあふれるふるさとづくり」　　　　　　　　
１２億２，１４９万１千円

５. 都市基盤「安全・安心で快適なふるさとづくり」　　　　　　　
２６億１，８３０万３千円

６. 地域経営「みんなの絆で支え合うふるさとづくり」　　　　
４億５，５０３万３千円
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令和5年度予算ココがきになる！ 
★  予算審査特別委員会の中で、議員が「きになる！」と質疑をし
たものについて抜粋して紹介します。すべての質疑については、
議会ＨＰで録画配信を行っておりますので、そちらをご覧くださ
い。

令和 5 年度予算審査
録画配信 QR

鈴
木
議
員　

管
理
職
の
人
事

評
価
に
関
す
る
研
修
が
重
要

だ
と
思
う
が
、
職
員
の
研
修

の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

毎
年
、
職
員
の

研
修
計
画
を
立
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
基
礎
、
初
級
、
中

級
と
い
っ
た
研
修
の
ほ
か
、

管
理
職
に
対
す
る
指
導
能
力

研
修
、
ま
た
管
理
能
力
研
修

と
い
っ
た
研
修
も
あ
る
。
今

後
、
必
要
な
管
理
職
研
修
の

部
分
が
出
て
き
た
ら
補
正
予

算
で
お
願
い
し
た
い
。
人
事

評
価
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

行政職員の育成
　　　　　　210 万 1 千円

三
田
議
員　

夕
鉄
バ
ス
が
栗

山
ー
新
さ
っ
ぽ
ろ
間
等
の
路

線
を
秋
で
廃
止
す
る
と
い
う

こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
町
と
し
て
の

方
向
性
は
。

副
町
長　

支
援
を
決
定
し
た

後
も
か
な
り
厳
し
い
と
い
う

話
は
聞
い
て
い
た
が
、
空
知

総
合
振
興
局
を
中
心
と
し
て

沿
線
市
町
で
対
応
策
を
検
討

し
て
き
た
。

　

今
年
の
９
月
末
と
い
う
こ

と
で
時
間
も
な
い
が
、
協
議

会
で
具
体
的
対
応
策
を
検
討

し
、
沿
線
市
町
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

民間バス路線維持負担金　
1,337 万 6 千円

藤
本
議
員　

男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
目
標

と
、
地
域
・
職
場
へ
の
啓
蒙

は
。

総
務
課
主
幹　

ま
ず
は
役
場

自
身
が
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
女
性

管
理
職
登
用
率
、
新
規
採
用

の
女
性
の
比
率
等
の
一
定
の

基
準
を
設
け
、
内
部
で
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。
本
町
の

女
性
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

近
年
お
お
む
ね
均
衡
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
。
地
域
に
対
し
て

は
、
男
女
共
同
参
画
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

男女共同参画の推進　　　
　　　　　  374 万 8 千円

鈴
木
議
員　

森
林
空
間
の
新

た
な
活
用
の
推
進
（
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
意
識
の
醸
成
）
に
つ

い
て
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長　

本
町
が
こ

れ
か
ら
推
進
を
し
て
い
く
温

室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
の
達

成
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
む

け
て
、
樹
木
が
二
酸
化
炭
素

を
ど
の
く
ら
い
吸
収
す
る
か

な
ど
を
学
び
、
樹
木
の
大
切

さ
や
森
林
の
価
値
に
つ
い
て

広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
森
林
環
境
教
育
を
森
林

空
間
を
利
用
し
て
行
っ
て
い

く
。

森林空間の新たな活用の推進
　　　　　　　1,251 万円

齊
藤
議
員　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

つ
い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ル

ス
対
策
ソ
フ
ト
や
、
フ
ァ
イ

ル
を
外
部
へ
送
っ
た
り
、
外

部
か
ら
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
い

た
り
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
て
、
情
報
推

進
費
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係

の
予
算
で
網
羅
さ
れ
て
い

る
。

解説

　デジタル技術を社会に浸透させて、人々
の生活をより良いものに変革すること。

DX（デジタルトランス　　　　　　　
　　　　　　フォーメンション）とは

北海道新聞（3 月 7 日掲載） 
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三
田
議
員　

携
帯
電
話
乗
換

支
援
事
業
の
詳
細
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
局
で
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
放
送
の
ほ
か
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

配
信
を
予
定
。
町
内
に
住
所

の
あ
る
65
歳
以
上
を
対
象
と

し
て
、
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
買
い
替

え
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
方
で
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
持
つ
場
合
、
購
入
の

一
部
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

外
出
時
で
も
Ｆ
Ｍ
放
送
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
上
限
は
２
万
円
。

佐
藤
功
議
員　

タ
ク
シ
ー
運

行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
平

日
と
日
・
祝
日
の
終
了
時
間

が
違
い
、
日
・
祝
日
の
終
了

が
早
す
ぎ
る
と
聞
い
た
が
、

補
助
金
を
出
し
た
中
で
今
後

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

コ
ロ

ナ
禍
で
夜
間
や
休
日
の
乗
客

数
が
減
少
し
戻
っ
て
い
な

い
。
今
後
さ
ら
に
終
了
時
間

が
繰
り
上
が
ら
な
い
よ
う
、

事
業
者
と
協
議
し
支
援
を
す

る
。
令
和
５
年
度
は
引
き
続

き
、
平
日
は
０
時
30
分
、
日
・

祝
日
は
17
時
30
分
受
付
終
了

で
運
行
予
定
。

タクシー運行支援事業補助金
　　　　　　291 万 4 千円

置
田
議
員　
「
く
り
ふ
と
」

に
つ
い
て
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン

か
ら
２
ヵ
月
が
た
っ
た
。
こ

の
２
ヵ
月
間
の
成
果
・
効
果

と
、
本
オ
ー
プ
ン
へ
の
意
気

込
み
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
主
幹　

イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
時

は
多
く
の
方
が
来
て
く
れ

る
。
何
も
な
い
日
と
は
、
人

の
入
り
方
が
だ
い
ぶ
ん
変
わ

っ
て
く
る
た
め
、
工
夫
が
必

要
。
４
月
か
ら
の
本
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
雪
も
溶
け
て

人
が
動
き
出
す
時
期
。
今
ま

で
以
上
に
人
の
入
り
が
見
込

め
る
と
考
え
て
い
る
。

栗山駅南交流拠点施設事業推進費
　　　　　9,543 万 1 千円

第
７
次
総
合
計
画
基
本
構
想　

　
　
　
　
　

及
び
基
本
計
画

　

現
行
の
第
６
次
総
合
計
画

が
令
和
４
年
度
で
期
間
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
度
か
ら
の
８
ヵ
年
の
ま
ち

の
将
来
像
や
重
点
政
策
方

針
、
分
野
別
政
策
の
基
本
方

針
な
ど
を
定
め
た
、
ま
ち
の

最
高
上
位
計
画
で
あ
る
第
７

次
総
合
計
画
が
１
月
臨
時
会

議
で
提
案
さ
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
策
定
作

業
が
進
め
ら
れ
、
分
野
別
懇

談
会
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
令
和
４
年
度
、
総
合

計
画
審
議
会
で
の
審
議
を
経

て
議
会
へ
と
提
出
さ
れ
、
中

長
期
財
政
問
題
等
調
査
特
別

委
員
会
へ
と
付
託
さ
れ
た
。

　

本
計
画
案
は
、
中
長
期
財

政
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

に
お
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
２
月
臨
時
会
議
に
お
い

て
、
全
員
一
致
で
可
決
と
な

っ
た
。

携帯電話乗換支援事業補助金
　　　　　　　　200 万円

1 月・２月臨時会議
1 月 18 日・2 月 16 日

条　

例

１
月
臨
時
会
議

▼
栗
山
町
栗
山
駅
南
交
流
拠

点
施
設
条
例

　

栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

￥
補
正
予
算

２
月
臨
時
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３
，
４
８
１
万
８
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
４
億
７
６
９
万
４
千
円

と
し
た
。
町
道
除
雪
委
託
料

等
の
追
加
に
係
る
補
正
。

１
月
臨
時
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

85
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
１
０
２
億
７
，

２
８
７
万
６
千
円
と
し
た
。

　

旧
王
子
の
森
物
件
調
査
業

務
等
に
係
る
補
正
。

そ
の
他
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3 月 2 日～ 1 ７日
３月定例会議

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

補正後予算総額　　104 億 577 万円　（△ 192 万円）　         

予算を変更した主な事業

一般会計補正予算（令和４年度分）￥

事　　　業　　　名　　 補 正 額

道央廃棄物処理組合負担金 
（焼却施設建設工事費のインフレスライドによる追加） 1,200 万円

民間バス路線維持負担金　★質疑あり★
（北海道中央バス及び夕鉄バスの運行実績による追加） 522 万円

塵芥処理費 
（堆肥化施設におけるベルトコンベア等の経年劣化に伴う修繕による追加） 218 万円

情報推進費
（印刷複合機更新に伴う設置及び設定委託料）

187 万円

地域おこし協力隊起業支援事業　★質疑あり★
（町内で新たに起業する退任した地域おこし協力隊への補助金） 100 万円

姉妹都市交流費　★質疑あり★
（姉妹都市交歓会が中止になったことによる減額）

△ 65 万円 

国際交流費　★質疑あり★
（介護学生海外派遣の中止による減額）

△ 80 万円

都市計画整備費 
（新町通街路灯整備に係る実施設計業務内容の見直しによる減額） △ 210 万円

栗山赤十字病院改築支援事業費
（改築設計業務費用の支払い実績による減額） △ 10,158 万円

 予期することのできない特別な事情により、工期内に日本国内において、
急激なインフレーション又はデフレーションを生じ、請負代金額が著し
く不適当となったときに、請求代金額の変更を請求できる措置

インフレスライドとは

解説
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質

疑

土
井
議
員　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
起
業
支
援
事
業
の
内
容

は
。

副
町
長　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
任
期
終
了
後
に
起
業
、

事
業
継
承
を
し
た
場
合
、
支

援
金
と
し
て
１
０
０
万
円
ま

で
特
別
交
付
税
の
措
置
が
な

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
町

で
も
平
成
30
年
に
起
業
支
援

の
補
助
金
制
度
を
作
っ
た
。

　

今
回
対
象
と
な
る
方
は
、

継
立
地
区
で
新
た
に
イ
ベ
ン

ト
事
業
を
形
態
と
し
て
起
業

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
補

助
要
綱
に
基
づ
い
て
支
援
す

る
。

三
田
議
員　

少
年
ジ
ェ
ッ
ト

は
中
止
に
な
ら
な
か
っ
た

が
、
姉
妹
都
市
交
歓
会
、
ま

た
介
護
学
生
の
海
外
派
遣
が

中
止
に
な
っ
た
経
緯
は
。

社
会
教
育
課
長　

令
和
４
年

度
に
つ
い
て
は
、
栗
山
町
か

ら
角
田
市
に
訪
問
し
研
修
を

行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
春
に

発
生
し
た
角
田
市
の
震
災
に

よ
り
、
こ
の
交
流
事
業
は
中

止
と
し
た
。

　

栗
山
町
の
子
ど
も
達
が
宿

泊
予
定
だ
っ
た
施
設
や
、
見

学
予
定
だ
っ
た
施
設
等
も
被

害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
協
議
の
う
え
中
止
と

い
う
形
を
と
っ
た
。

千
葉
議
員　

議
会
報
告
会
の

中
で
、
栗
山
中
学
校
の
教
頭

住
宅
が
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る

と
い
う
報
告
を
受
け
、
す
ぐ

に
教
育
委
員
会
に
報
告
し

た
。
今
回
補
正
予
算
で
す
ぐ

に
対
応
さ
れ
た
の
で
、
良
か

っ
た
と
は
思
う
が
、
現
在
３

月
で
雪
も
だ
い
ぶ
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
本
来
で
あ

れ
ば
も
っ
と
早
い
時
期
に
対

応
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

報
告
を
も

ら
い
す
ぐ
に
現
地
を
確
認
に

い
っ
た
。
雪
庇
を
落
と
す
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

す
ぐ
に
行
っ
た
が
、
２
階
建

て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

回
は
補
正
予
算
を
も
っ
て
対

応
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

あ
く
ま
で
も
空
き
家
と
い

う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
。
予
算
審
議
中
の

段
階
で
は
入
居
が
あ
る
か
ど

う
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、

今
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

副
町
長　

歴
史
的
建
造
物
活

用
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
の
段
階
で
は

３
回
分
を
計
上
し
て
い
た

が
、
実
績
と
し
て
は
開
催
が

で
き
な
か
っ
た
。
理
由
と
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

り
、
日
程
調
整
が
う
ま
く
で

三
田
議
員　

歴
史
的
建
造
物

活
用
検
討
委
員
会
は
、
本
年

度
は
何
回
開
催
さ
れ
て
、
そ

の
結
果
は
。

少年ジェットは無事に開催

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

委
員
会
は
開
催
で
き
な
か

っ
た
が
、
委
員
で
あ
る
有
識

者
の
方
々
と
は
個
々
に
連
絡

を
取
り
合
っ
て
お
り
、
検
討

を
重
ね
て
き
て
い
る
が
課
題

も
多
い
。
方
向
性
に
つ
い
て

は
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
錦

地
区
の
街
並
み
づ
く
り
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
長
い
目
で
検

討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

同
意
を
得
て
い
る
。

歴史的建造物である小林酒造建造物群

介
護
学
校
事
務
局
長　

中
止

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
が

見
通
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
先
方
の
ほ
う
が
派
遣
及

び
こ
ち
ら
か
ら
の
留
学
の
受

け
入
れ
が
難
し
い
と
い
う
状

況
だ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
に
隣
接
す

る
国
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情

勢
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

本
年
は
見
送
り
と
し
た
。
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農
業
経
営
支
援
に
関
す
る
条
例
等
を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
に
制
定

▼
栗
山
町
農
業
経
営
支
援
基

金
条
例

　

頻
発
す
る
大
規
模
災
害
等

に
、
今
後
一
層
備
え
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
農
業
者
等
の

経
営
の
再
建
及
び
維
持
安
定

に
向
け
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

▼
栗
山
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

　

官
民
を
含
め
た
共
通
ル
ー

ル
と
し
て
の
法
制
化
を
目
的

に
、
昨
年
５
月
に
改
正
個
人

情
報
保
護
法
が
公
布
さ
れ
、

令
和
５
年
４
月
よ
り
、
全
て

の
自
治
体
が
直
接
、
改
正
法

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
も
の
で
、
そ
の
施
行
に
際

し
、
現
行
条
例
の
廃
止
と
と

も
に
必
要
な
条
例
委
任
事
項

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
５
年
２
月
１
日
政
令

第
23
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ

た
「
健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

に
お
い
て
、
出
産
に
係
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
出
産
育
児
一
時
金
支
給

額
を
「
40
万
８
千
円
」
か
ら

「
48
万
８
千
円
」
に
引
き
上

げ
る
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
関
係
規
定
を
改
め
る

も
の
。

条　

例

そ
の
他

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

・
元
町
通
り
の
認
定
替

理
由
：
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
に
よ
る
起
終
点
変
更

・
日
出
線
の
認
定
替

理
由
：
道
営
農
地
整
備
事
業

に
よ
る
起
終
点
変
更

町
道
実
延
長
：　
　
　
　
　

　

30
万
２
，
６
７
４
・
５
７

メ
ー
ト
ル

　
（
△
１
３
８
・
６
７メ

ー
ト
ル
）

▼
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　

▼
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
高
校
３
年
生
相
当

で
あ
る
18
歳
に
達
す
る
年
度

末
ま
で
を
助
成
の
対
象
と
し

て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
よ

り
そ
の
助
成
対
象
外
、
又
は

一
部
助
成
と
し
て
い
た
町
外

へ
の
通
院
に
つ
い
て
も
、
全

額
助
成
と
す
る
も
の
。

▼
財
産
の
取
得

栗
山
町
字
中
里
61
番
３
ほ
か

３
筆

地
目　

田
又
は
雑
種
地

面
積　

１
万
４
２
３
平
方

メ
ー
ト
ル

取
得
金
額　

　
　

４
，
２
９
５
万
９
千
円

栗
山
町
字
旭
台
43
番
５
ほ
か

21
筆

地
目　

田
、
宅
地
又
は
雑
種

地面
積

４
万
６
，
１
３
５
・
５
８
平

方
メ
ー
ト
ル

取
得
金
額　

１
億
１
，
２
６
８
万
８
千
円

▼
栗
山
町
南
部
地
区
町
民
セ

ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
度
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
感
染
症
対
策
の
一
環
と

し
て
、
栗
山
町
南
部
地
区
町

民
セ
ン
タ
ー
の
他
、
３
か
所

の
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て

空
調
機
器
の
整
備
を
行
っ

た
。
令
和
５
年
度
以
降
、
各

施
設
に
お
け
る
空
調
設
備
の

利
用
開
始
に
伴
い
、
新
た
に

施
設
使
用
料
と
し
て
、
冷
房

料
徴
収
に
係
る
規
定
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
象
施
設
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。
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▼
令
和
５
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
事

業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て

①
農
地
流
動
化
意
向
調
査
を

行
い
、
農
業
委
員
と
連
携

し
、
利
用
停
滞
農
地
の
利
用

や
積
極
的
な
農
地
流
動
化
を

推
進
し
て
い
く
。

②
離
農
農
地
等
を
一
時
的
に

買
い
入
し
、
中
間
保
有
す
る

こ
と
で
、
担
い
手
や
新
規
就

農
者
等
へ
の
農
地
の
流
動
化

を
図
っ
て
い
く
。

③
意
欲
と
能
力
の
高
い
担
い

手
農
業
者
の
確
保
と
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た

め
、
若
手
農
業
後
継
者
や
若

手
女
性
農
業
者
等
を
対
象

に
、
実
践
的
か
つ
総
合
的
な

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
農
家
減
少
と
担
い

手
不
足
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
新
規
就
農
希
望
者
や
農

地
所
有
適
格
法
人
を
確
保
・

育
成
す
る
た
め
、
農
業
農
村

体
験
や
新
規
就
農
研
修
生
の

受
入
れ
、
さ
ら
に
は
研
修
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

④
栗
山
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
農
業
技

術
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、

経
営
規
模
や
経
営
内
容
に
合

わ
せ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
に
よ
る
農
業
所
得
向
上
を

目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
機
械

の
導
入
を
引
き
続
き
推
進
し

て
い
く
。

⑤
第
５
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
に
基
づ
き
、
全
町
的

な
農
業
農
村
振
興
に
係
る
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
を
代

表
す
る
農
業
振
興
推
進
委
員

会
に
お
い
て
検
討
協
議
し
、

栗
山
町
中
山
間
地
域
等
推
進

協
議
会
並
び
に
栗
山
町
多
面

的
機
能
推
進
協
議
会
か
ら
の

負
担
金
に
基
づ
く
栗
山
町
農

業
振
興
事
業
を
実
施
し
て
い

く
。

意
見
書

食
料
安
全
保
障
の
強
化
及
び
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確

立
と
酪
農
・
畜
産
経
営
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

本
町
に
お
い
て
、
農
業
は

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ

の
経
済
状
況
の
変
化
は
町
全

体
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
農
畜

産
物
需
要
が
減
退
し
、
米
や

砂
糖
、
乳
製
品
等
の
価
格
が

低
迷
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
、
世
界
的
な
穀
物
需

要
の
逼
迫
や
燃
油
、
肥
料
、

飼
料
等
の
生
産
資
材
の
価
格

高
騰
を
招
き
、
そ
れ
ら
を
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
我
が
国

は
危
機
的
状
況
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
酪
農
・
畜
産
に
お

い
て
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
牛
乳
乳
製
品
の
需
要
が
回

復
せ
ず
、
２
０
２
３
年
度
も

更
な
る
減
産
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
者

が
将
来
に
渡
っ
て
安
心
し
て

営
農
で
き
る
よ
う
、
我
が
国

の
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と

国
内
酪
農
・
畜
産
の
経
営
安

定
に
向
け
て
要
望
す
る
。

１
．
世
界
の
食
料
事
情
の
変

化
や
気
象
変
動
に
よ
る
農
業

被
害
等
に
鑑
み
、
生
産
基
盤

を
一
層
強
化
し
、
国
内
生
産

の
増
大
を
図
る
食
料
安
全
保

障
政
策
と
し
て
強
化
す
る
こ

と
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
を
確

立
す
る
こ
と
。

２
．
需
給
調
整
対
策
を
行

い
、
一
刻
も
早
く
需
給
改
善

を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
コ
ス
ト
高
に
係
る

酪
農
畜
産
物
の
適
正
な
価
格

形
成
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてま
とめた書類のこと。地方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当
該普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政
庁に提出することができる。」と定められています。
　議会で決定された意見書は、内閣総理大臣などに宛てて提出されます。

「意見書」とは？

生産資材等の価格高騰は深刻な問題である
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　栗山町は、脱炭素社会の実現に向けて、2050 年までに
温室効果ガス排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシ
ティ」を宣言しました

　栗山町ゼロカーボンシティ宣言
ー 2050 年二酸化炭素排出実質ゼロに向けてー

【要約】

　近年、温室効果ガス排出量増加の影響によって気候変動が生じており、世界各地で異常気象による
災害が発生しています。気候変動の要因となっている温室効果ガスは、経済活動・日常生活に伴い排
出されており、将来の世代も安心して暮らせる、持続可能な経済社会をつくるためには、誰もが無関
係ではなく、あらゆる主体が脱炭素社会の実現に向けて取り組む必要があります。
　本町ではこれまで、温室効果ガス削減に向けた施策として、住宅用太陽光発電システムの設置補助
や公共施設等における太陽光パネルの設置など、再生可能エネルギーの導入を推進するとともに、施
設照明のＬＥＤ化による省エネルギー対策に取り組んでまいりました。
　温室効果ガスの排出抑制を含む地球温暖化対策の推進は、第７次総合計画においても計画事業とし
て位置付けており、今後も継続した取組を進めることとしています。
　将来の世代が安心して暮らすことのできるまちづくりを進めるべく、町民および事業者の皆様と共
に脱炭素化に積極的に取り組み、2050 年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボ
ンシティ」の実現を目指していくことを、ここに宣言いたします。

解説

ゼロカーボンとは

宣言文全文　QR

　温室効果ガスの排出量を全体でゼロ
にすること。
　温室効果ガスとは、二酸化炭素やメ
タンという地球を温かく保つ働きを持
つ気体の総称で、電気を作ったり、ガ
ソリン車を使うことで排出される。こ
の温室効果ガスをできるだけ減らし、
同時に森林などによる吸収率を増やす
ことで、排出量と吸収量をプラスマイ
ナスゼロにすることをゼロカーボンと
いう。

　栗山中学校に設置されている　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　風力・太陽光ハイブリット発電街路灯

賛
否
の
公
表

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、

掲
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

一
覧
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月定例会議
賛否の公表ＱＲ

解説

　栗山町議会の ” あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第
４条第６項に「議会は、重要な議案に対する各議員の態
度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民の
評価が的確になされるよう情報提供に努めるものとする」
と定められている。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案につい
て、掲載している。

賛否の公表
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ギカイの見方 － 委員会レポート －

　総務教育常任委員会・産業福祉常任委員会・広報広聴常任委員会では、毎年それぞれが所管する
町政課題について調査を行っており、３月定例会議で調査の報告が行われました。

　

今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う

利
用
者
数
の
減
や
児
童
生
徒

数
の
減
少
を
見
据
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
お
い
て
新
た

な
活
用
法
や
利
用
者
の
間
口

を
広
げ
る
な
ど
、
各
施
設
の

利
用
価
値
を
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
教

職
員
住
宅
に
つ
い
て
、
早
急

に
関
係
課
と
協
議
し
今
後
の

方
向
性
を
検
討
願
う
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
教
育
施
設
に
関
わ
る　

　
　
　
　

今
後
の
方
向
性

▼
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援

　
　
　

推
進
計
画
の
進
捗

▼
議
会
広
聴
の

　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
４
月
14
日
か

ら
４
月
16
日
ま
で
は
全
議
員

が
参
加
し
３
会
場
で
、
令
和

５
年
１
月
16
日
か
ら
２
月
７

日
ま
で
の
期
間
は
３
班
体
制

に
よ
り
12
か
所
で
開
催
し

た
。
参
加
者
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
未
終
息

の
こ
と
も
あ
っ
て
１
７
４
人

に
留
ま
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
聴
活
動
の

重
要
な
手
段
と
し
て
、
議
会

報
告
会
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

▼
新
焼
却
施
設
の
稼
働
と

　
　

ご
み
処
理
の
あ
り
方

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
含
め
、

支
援
が
必
要
な
ケ
ア
ラ
ー

の
存
在
に
気
づ
く
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
、
相
談

か
ら
支
援
の
流
れ
を
見
え
る

化
に
し
た
も
の
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

相
談
に
繋
が
る
な
ど
、
何
ら

か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
ケ

ア
ラ
ー
に
支
援
が
行
き
届
く

体
制
の
構
築
に
期
待
す
る
。

　

新
た
な
分
別
方
法
へ
の
移

行
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
町

民
へ
の
周
知
を
進
め
円
滑
に

新
し
い
分
別
方
法
に
移
行
出

来
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ら
れ
た
い
。

　

各
構
成
自
治
体
が
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
に
対
し
て
支
払

う
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
主

に
廃
棄
物
の
重
量
に
応
じ
て

額
が
決
ま
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
負
担
金
を
圧
縮

す
る
た
め
に
は
処
理
量
の
減

量
化
・
減
容
化
が
課
題
と
な

る
。
生
ご
み
は
含
水
率
が
特

に
高
い
こ
と
か
ら
、
各
家
庭

で
の
水
切
り
に
よ
る
減
量
化

の
他
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
や
乾

燥
機
の
導
入
な
ど
、
減
量

化
・
減
容
化
に
向
け
た
啓
発

と
そ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め

の
補
助
制
度
の
検
討
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

併
せ
て
、
生
ご
み
を
貴
重

な
資
源
と
し
て
、
再
利
用
化

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

▼
介
護
福
祉
学
校

経
営
改
善
計
画
の
進
捗

　

入
学
者
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
今
後
少
し
ず
つ

成
果
に
現
れ
て
く
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

町
民
に
必
要
な
学
校
と
実
感

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
他
、

国
、
道
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
。

▼
出
納
室
の
業
務

　

入
金
、
調
定
処
理
が
行
わ

れ
な
い
現
金
処
理
の
適
否
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
出
納
室
と
し
て
先
般
の

非
違
行
為
に
お
い
て
何
ら
瑕

疵
は
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
今
後
、
現
金

取
扱
い
を
行
う
各
課
と
も
協

議
し
、
出
納
室
と
し
て
何
ら

か
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

せ
る
手
法
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
検
討
す
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

に
、
焼
却
灰
の
最
終
処
分
に

つ
い
て
は
調
査
時
点
で
は
ま

だ
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
費
用
面
も
含
め
処
理
体

制
の
構
築
に
努
め
ら
れ
た

い
。



み
な
さ
ん
の
意
見

　
　

     

要
望
を
町
に
提
言

  令和４年度   議 会 報 告 会
皆さんの声をこれからのまちづくりに

　

議
会
報
告
会
を
令
和
５
年

１
月
16
日
か
ら
２
月
７
日
ま

で
の
日
程
で
、
町
内
12
会
場

に
お
い
て
開
催
し
、
延
べ

１
２
２
名
の
町
民
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
栗
山
赤
十

字
病
院
改
築
の
進
捗
状
況
や

ご
み
の
焼
却
処
理
開
始
に
よ

る
分
別
の
変
更
、
栗
山
駅
南

交
流
拠
点
施
設
「
く
り
ふ

と
」
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い

て
、
ま
た
議
会
の
課
題
で
あ

る
議
員
の
報
酬
と
定
数
に
つ

い
て
説
明
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
対

し
て
、
数
多
く
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
は
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
に
お
い

て
分
野
別
に
ま
と
め
、
提
言

書
と
し
て
鵜
川
和
彦
議
長
か

ら
佐
々
木
学
町
長
へ
手
渡
し

ま
し
た
。

鵜川議長から佐々木町長に提言書を手渡しました（３月２７日）

提
言
書
の
概
要

①
ご
み
焼
却
処
理
開
始
に
伴

う
分
別
の
変
更

②
栗
山
赤
十
字
病
院
改
築
の

進
捗
状
況

③
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設

「
く
り
ふ
と
」
の
オ
ー
プ
ン

に
つ
い
て

④
除
排
雪
に
つ
い
て

議
会
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
政
務
活
動
費
の
経
費
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
し

た
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
私

用
で
利
用
す
る
の
は
ど
う
な

の
か
。

Ａ
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
利
用
に
つ
い
て

は
、
調
査
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
：
議
員
の
な
り
手
対
策
と

し
て
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
議
会
議
員
の
報
酬
と
定

数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
４
年
間
、
議
員

の
定
数
と
報
酬
を
議
論
し
た

結
果
、
定
数
は
１
減
、
報
酬

は
現
状
維
持
と
な
っ
た
。

　

議
員
の
な
り
手
対
策
と
し

て
、「
議
員
の
学
校
」
を
開

催
し
、
受
講
生
は
19
人
と
な

り
、
町
民
の
関
心
も
高
ま
っ

た
。

　

ま
た
、
日
曜
議
会
も
含
め

て
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
決
に
は
継
続
協
議
し
て
い

く
。

Ｑ
：
女
性
議
員
が
立
候
補
し

や
す
い
環
境
整
備
を
し
て
欲

し
い
。

Ａ
：
女
性
議
員
の
課
題
は
新

し
い
議
会
に
引
き
継
ぐ
こ
と

と
す
る
。
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議会報告会 QR



Ｑ
：
各
道
路
で
倒
木
の
恐
れ

の
あ
る
大
木
が
見
受
け
ら
れ

る
の
で
対
策
を
取
っ
て
欲
し

い
。

Ａ
：
現
地
を
確
認
し
た
う
え

で
、
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
か

ど
う
か
判
断
し
対
応
す
る
。

Ｑ
：
地
産
地
消
条
例
の
制
定

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
以
前
よ
り
学
校
給
食
に

お
い
て
地
場
産
の
農
産
物
を

使
用
す
る
な
ど
地
産
地
消
の

取
り
組
み
は
進
め
て
い
る
。

現
在
、
条
例
制
定
の
予
定
は
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町
へ
の
要
望
と
回
答

な
い
が
、
引
き
続
き
地
産
地

消
の
取
り
組
み
推
進
や
情
報

発
信
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
：
合
葬
墓
を
設
置
し
て
欲

し
い
。

Ａ
：
近
隣
の
状
況
確
認
や
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
を
含
め

て
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行

う
。

Ｑ
：
町
道
角
田
鉱
線
の
シ
カ

柵
が
十
分
で
は
な
く
、
日
出

地
区
に
シ
カ
の
出
没
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
防
護
柵
を

延
長
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
：
地
区
に
お
い
て
既
存
の

侵
入
防
護
柵
や
電
気
柵
の
修

繕
、
管
理
、
新
設
等
に
つ
い

て
協
議
い
た
だ
き
、
今
後
も

農
業
振
興
公
社
及
び
町
と
地

区
と
の
協
議
の
う
え
、
柵
の

設
置
や
補
修
、
管
理
等
を
含

め
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
を
推
進

し
て
い
く
。

Ｑ
：
愛
ら
ぶ
事
業
は
急
激
に

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
の

で
予
算
を
増
や
し
て
欲
し

い
。

Ａ
：
愛
ら
ぶ
事
業
は
、
栗
山

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

と
し
て
、
地
域
で
の
支
え
合

い
や
助
け
合
い
を
支
援
す
る

た
め
、
町
内
会
や
自
治
会
が

行
う
日
常
の
見
守
り
や
冬
季

間
の
除
雪
に
対
し
助
成
を
行

う
も
の
。
そ
の
財
源
は
、
賛

助
金
や
共
同
募
金
の
配
分
金

等
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
ら
ぶ
事
業
に
限
ら
ず
、

地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
も
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
：
未
舗
装
の
町
道
が
あ
る

が
舗
装
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
知
り
た
い
。

Ａ
：
各
町
内
会
・
自
治
会
か

ら
の
整
備
要
望
の
中
か
ら
、

道
路
の
利
用
状
況
（
交
通

量
・
土
地
利
用
等
）
を
把
握

し
、
そ
の
優
先
度
や
地
域
性

等
を
判
断
し
た
う
え
で
舗
装

整
備
を
実
施
す
る
。

政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
政務活動に要した対象経費 交 付 金

残     額　調査研究費 研　修　費 　資料作成費 　資料購入費 合　　計

1 藤本　光行 240,000 18,000 11,160 29,160 210,840

2 大西　勝博 240,000 34,849 34,849 205,151

3 友成　克司 240,000 41,889 41,889 198,111

4 佐藤　則男 240,000 15,000 22,512 37,512 202,488

5 土井　道子 240,000 15,000 210,720 570 14,020 240,310 0

6 佐藤　　功 240,000 139,540 29,122 168,662 71,338

7 千葉　清己 240,000 228,853 11,160 240,013 0

8 三田　源幸 240,000 15,000 33,804 48,804 191,196

9 齊藤　義崇 240,000 123,914 43,000 77,440 244,354 0

10 置田　武司 240,000 36,495 36,495 203,505

11 鈴木　千逸 240,000 105,330 116,248 221,578 18,422

12 鵜川　和彦 240,000 50,704 15,000 74,894 140,598 99,402

合　計 2,880,000 189,618 790,443 570 503,593 1,484,224 1,400,453

（単位：円）

　政務活動は、議員の政策調査研究等の活動です。すべての出張報告書や活動に関係
する領収書などは、議会ＨＰで公開しています。

政務活動報告 QR
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文　書　質　問

鈴木千逸 議員

Q：除雪・排雪の改善は
　現状の「栗山町除排雪実施要領」の車道除雪基準では、降雪量がおおむね１０セ

ンチ以上もしくは予測される時に出動することとなっている。時間は午前２時から

稼働し午前７時３０分終了が目途。車道の除雪する幅員は１車線確保が基準。交差

点の見通し改善については早朝除雪後状態を把握しその対応に当たる事になってい

る。また、日中の大雪、その他緊急時の出動はパトロール等によりその状況を把握

し対応に当たるとされている。交通安全や災害発生時の道路網の確保など防災の観

点から除雪・排雪の行き届いていない箇所について改善が必要ではないかという声

があるので、次の点について伺う。

① １車線確保とは何メートル幅を想定しているのか。

② パトロールに関して要確認地点を決めているのか。

③ 日中の大雪、その他緊急時の出動はパトロール等によりその状況を把握し、対応  

     に当たるとあるが具体的には誰がどう行っているのか。

④ 除雪・排雪後の品質のチェック機能やルールはあるのか。

⑤ 吹き溜まりが発生しやすい箇所などのデータ蓄積や対策はあるのか。

⑥ 出動基準に満たない降雪日が連続した場合の住宅街の町道についてパトロール基 

     準、除排雪対応基準はあるのか。

Ａ：パトロールを実施し、必要に応じた対応を実施している
① 町では、「除排雪業務実施要領」に基づき業務を進め、幹線町道については、極力２車線の幅員を確保し、  
　その他の町道については、１車線の幅員を確保している。車線の幅員の考え方は、通常、センターライ
　ンのある町道の車道幅員については５．５ｍであり、片側車線はその半分の２．７５ｍとなっている。積
　雪が多くなって来た場合には、最低限である１車線分を確保することとしている。
② 市街地、北部、中部、南部地区の各地区をパトロールし、降雪などの状況を確認している。それぞれ降 
    雪量等を確認し、早朝除雪の出動判断を行っている。
③ 担当職員等が速やかに町道のパトロールを実施し、必要に応じ、除雪組合又は組合からの常駐作業班が
　緊急的に出動する。
④ 町担当職員によるパトロールを実施し、車両通行に支障をきたすような大きな雪の塊や段差などが生じ
　ていないかを確認し、その様な状況を確認した場合には、除雪組合に連絡し、速やかな改善を図っている。
　さらに、夜間の排雪時においては、常時、町職員が排雪作業に同行し、進捗状況を監理・監督し、車両
　通行に支障をきたすような大きな雪の塊等が残った場合には、その場で直ちに除去等の指示をしている。

⑤ 風雪等による町道の吹き溜まりについては、具体的にデータ
　として蓄積はしていないが、除雪作業等の経験により、発生
　しやすい箇所の把握はできており、発生が予測される状況時
　には、必要に応じた対応を行っている。
⑥ パトロール等により、降雪量が基準に到達していなくとも状
　況を総合的に判断し、除雪を実施している。



町政の
ここが聞きたい

６議員が一般質問

3 月定例会議
録画配信 QR
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Ｑ１. 近隣町と連携した移住対策は　Ａ . 地域の特性を生かし施策を推進
佐藤　功 議員

鈴木　千逸 議員
Ｑ１. 除排雪の改善を　Ａ . 検討会議を設置し議論する

 千葉　清己議員
Ｑ１. 選択的夫婦別姓問題について　Ａ . 国の動向を注視する

齊藤　義崇 議員

Ｑ１. 政策立案に必要な重要事項は　Ａ . 情報の共有と町民参加が重要　
Ｑ２. 町長が指針とする住みやすさとは　Ａ . 将来を見据えた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市街地基盤の形成

藤本　光行 議員
Ｑ１. 社会情勢の更なる変化への対応は　Ａ . 国等からの財政支援を活用

土井　道子 議員
Ｑ１. 高齢者が暮らしやすい交通環境の整備を　Ａ . 高齢社会に対応した　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見直しを検討



町
長　

近
年
、
事
実
婚
の
選

択
を
含
め
、
家
族
形
態
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
各

種
調
査
結
果
に
お
い
て
も
、

男
女
問
わ
ず
一
定
数
、
姓
が

変
わ
る
こ
と
で
の
社
会
生
活

上
の
不
便
・
不
都
合
が
存
在

す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
我

が
国
の
歴
史
的
な
法
制
度
で

あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
夫
婦

同
姓
に
よ
る
家
族
の
絆
な
ど

を
肯
定
す
る
声
も
あ
り
、
そ

れ
ら
調
査
の
手
法
、
対
象
年

代
等
の
異
な
り
は
あ
れ
ど

も
、
国
民
世
論
は
多
様
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
選
択
的
夫
婦
別

姓
」
の
導
入
に
際
し
て
は
、

子
ど
も
の
姓
の
選
択
に
関
す

る
影
響
を
懸
念
す
る
声
や
、

「
旧
姓
の
通
称
使
用
」
か
ら
、

ま
ず
は
進
め
る
べ
き
と
の
世

論
も
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

家
族
に
関
す
る
法
制
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
以
上
に
広
く
国

長年議論されている夫婦別姓問題

Ａ：国の動向を注視する
多  

様  
性

 Ｑ：選択的夫婦別姓問題について                   

くりやまぎかいだより№ 175 16

質
問
趣
旨　

選
択
的
夫
婦
別

姓
の
問
題
は
30
年
以
上
議
論

し
て
い
る
が
、
ま
だ
法
制
化

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
栗
山

町
で
も
こ
の
議
論
を
活
性
化

す
る
た
め
に
栗
山
町
長
に
対

し
、
考
え
を
聞
い
た
。

千葉清己 議員
議
員　

町
内
に
も
旧
姓
を
通

称
と
し
て
使
用
し
て
い
る
方

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、「
法

律
で
選
択
的
夫
婦
別
姓
が
認

め
ら
れ
て
欲
し
い
。」
と
の

声
も
あ
る
。

　

現
実
に
姓
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
人
格
や
実
績
が
0

か
ら
再
出
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意
見
や
、
婚

姻
に
よ
る
改
姓
が
大
き
な
不

利
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
の
で
、
こ
の
課
題
は
人

権
の
問
題
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

そ
こ
で
、
栗
山
町
長
は
こ

の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
を

問
う
。

感
想　

町
長
か
ら
は
前
向
き

な
答
弁
は
引
き
出
せ
な
か
っ

た
が
、
町
議
会
で
も
「
選
択

的
夫
婦
別
姓
」
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の

意
見
書
採
択
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

民
の
関
心
を
高
め
つ
つ
、　

国
会
で
の
議
論
を
含
め
、
国

レ
ベ
ル
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
検
討
を
進
め
、
判
断
す
べ

き
も
の
と
考
え
、
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています



行
政
サ
ー
ビ
ス

Ａ：検討会議を設置し議論する

　Ｑ：除排雪の改善を

除排雪は実施要領に基づき行っているが…

くりやまぎかいだより№ 17517

鈴木千逸 議員

質
問
趣
旨　

住
み
や
す
さ
や

交
通
安
全
、
防
災
の
観
点
か

ら
見
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て

の
品
質
向
上
を
め
ざ
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
疑
問
か
ら

質
問
し
た
。

議
員　

除
雪
・
排
雪
の
改
善

に
つ
い
て
、
住
み
や
す
さ
、

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
道
車
線
確
保
に
つ
い
て

は
１
車
線
を
２
・
７
５
メ
ー

ト
ル
と
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
除
雪
後
の
チ
ェ
ッ
ク

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

②
パ
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
町

内
会
や
自
治
会
と
連
携
を

図
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。

③
日
中
の
大
雪
、
そ
の
他
緊

急
時
の
出
動
も
町
内
会
や
自

治
会
と
連
携
を
図
っ
た
ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

①
車
道
は
１
車
線
の

確
保
は
で
き
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
町

道
の
中
に
は
、
道
路
幅
員
が

狭
隘
な
道
路
も
あ
り
、
２
・

７
５
ｍ
の
除
雪
幅
を
確
保
で

き
な
い
箇
所
も
あ
る
。

②
③
町
内
会
・
自
治
会
と
の

連
携
・
協
力
の
体
制
づ
く
り

を
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

④
先
進
的
な
事
例
も
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

取
組
事
例
を
調
査
研
究
し
な

が
ら
、
実
施
要
領
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

⑤
今
後
デ
ー
タ
蓄
積
を
進
め

て
行
く
。

⑥
路
面
状
況
や
気
象
の
変
化

を
勘
案
す
る
な
ど
、
総
合
的

な
判
断
に
基
づ
き
除
排
雪
業

務
を
行
う
。

　

令
和
５
年
度
に
於
い
て

は
、
町
内
会
・
自
治
会
な
ど

の
地
域
住
民
、
学
校
や
除
雪

組
合
の
関
係
者
、
さ
ら
に

は
、
除
排
雪
に
関
す
る
有
識

者
等
で
構
成
す
る
「
除
排
雪

事
業
あ
り
方
検
討
会
議
」
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

の
会
議
に
お
い
て
、、
将
来

に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
除
排

雪
体
制
の
あ
り
方
を
し
っ
か

り
と
議
論
し
、
そ
の
構
築
を

図
っ
て
行
く
。

感
想　

ほ
ぼ
満
額
回
答
を
得

た
の
で
、
今
後
の
運
用
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
注
視

し
た
い
。

④
「
除
排
雪
業
務
実
施
要

領
」
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

⑤
吹
き
溜
ま
り
が
発
生
し
や

す
い
箇
所
な
ど
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑥
文
書
質
問
の
「
出
動
基
準

に
満
た
な
い
降
雪
日
が
連
続

し
た
場
合
の
、
住
宅
街
の
町

道
に
つ
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
基

準
、
除
排
雪
対
応
基
準
は
あ

る
の
か
。」
に
つ
い
て
、
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
除

雪
を
実
施
し
て
い
る
と
の
回

答
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
て
い

れ
ば
も
っ
と
町
民
の
苦
情
は

減
る
と
思
う
が
こ
れ
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
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町
長　

令
和
５
年
度
予
算

に
お
い
て
は
、
当
初
の

段
階
に
お
い
て
物
価
高
騰

の
直
接
的
な
影
響
分
と
し

て
、
燃
料
費
及
び
電
気
料
で

２
，
８
０
０
万
円
程
度
の
影

響
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

質
問
趣
旨　

現
在
社
会
が
置

か
れ
て
い
る
様
々
な
資
材
物

品
等
の
価
格
高
騰
な
ど
、
予

想
で
き
な
い
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
し
、
い
か
に
財
政
的

対
応
を
し
て
い
く
の
か
質
問

し
た
。

自治体運営に大きな影響がある社会情勢の変化

Ａ：国等からの財政支援を活用

財
政
運
営

                   Ｑ：社会情勢の更なる変化への対応は

ほ
か
、
公
共
工
事
関
係
で
は

人
件
費
や
資
材
費
上
昇
を
見

込
み
、
事
業
費
に
５
％
上
乗

せ
し
計
上
し
て
い
る
が
、
そ

の
他
も
物
価
高
騰
に
よ
り
一

定
程
度
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

更
な
る
情
勢
の
変
化
に
対

し
て
は
、
補
正
予
算
で
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。
さ
ら

に
、
町
民
生
活
や
地
域
経
済

面
に
お
い
て
、
長
引
く
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
当
初

予
算
で
は
具
体
的
な
事
業
化

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
状
況
把
握
に
努
め
つ

つ
、
適
宜
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
。
ま
た
、
財
源
に

つ
い
て
は
、
国
等
の
財
政
支

援
を
除
け
ば
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
て
の
対
応
を
想

定
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
よ
う
な

想
定
し
て
い
な
い
社
会
変
化

が
あ
っ
て
も
全
体
の
財
政
運

営
に
お
い
て
は
、
①
基
金
を

一
定
程
度
確
保
す
る
。
②
単

年
度
の
起
債
額
が
償
還
金
を

上
回
ら
な
い
。
③
実
質
的
な

起
債
残
高
を
減
ら
し
て
い

藤本光行 議員

議
員　

本
定
例
会
議
に
令
和

５
年
度
予
算
が
提
示
さ
れ

た
。
一
方
、
現
在
の
社
会
情

勢
を
み
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
や
各
種
原
材
料
、
物
品
の

価
格
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
予
算
の
中
に

物
価
上
昇
分
が
ど
の
程
度
織

り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
そ
の
影
響
は
ど
う
か
、
ま

た
更
な
る
社
会
情
勢
の
変
化

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

感
想　

今
回
の
様
に
誰
も
が

想
像
し
て
い
な
い
突
発
的
な

社
会
情
勢
の
変
化
は
、
常
に

起
こ
り
え
る
も
の
と
想
定
す

る
こ
と
が
自
治
体
の
運
営
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
再

認
識
し
た
。

　

そ
の
中
で
町
長
の
最
も
基

本
と
す
る
財
政
運
営
の
考
え

方
が
聞
け
た
こ
と
は
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。

く
。
④
国
等
か
ら
の
財
政
支

援
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

と
い
う
基
本
的
な
考
え
の
も

と
行
っ
て
い
く
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索
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議
員　

①
実
現
の
難
し
い
提

案
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

提
案
さ
れ
た
政
策
が
執
行
側

に
取
り
入
れ
ら
れ
、
実
現
に

向
か
う
た
め
、
一
般
質
問
に

具
備
さ
れ
る
べ
き
条
件
は
何

質
問
趣
旨　

議
員
任
期
４
年

で
同
僚
議
員
と
合
わ
せ
る
と

一
般
質
問
は
質
問
者
数
延
べ

92
名
、
通
告
事
項
の
総
数
は

１
３
３
件
と
な
る
。
こ
れ
に

推
察
を
加
え
解
析
し
、
今
後

の
一
般
質
問
を
政
策
に
反
映

す
る
た
め
の
課
題
と
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解

を
求
め
た
。

Ａ：情報の共有と町民参加が重要

　Ｑ：政策立案に必要な重要事項は                  

齊藤義崇 議員

一
般
質
問

議
員　

令
和
５
年
度
町
政
執

行
方
針
に
「
安
全
・
安
心
で

快
適
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

に
つ
い
て
要
点
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
栗
山
商
工
会
議

所
と
栗
山
町
議
会
と
の
一
般

会
議
に
お
い
て
も
、
住
み
や

す
い
栗
山
町
に
つ
い
て
話
題

が
上
り
、
大
事
な
事
項
が
懇

談
さ
れ
た
。
町
長
が
指
針
と

す
る
町
民
の
住
み
や
す
さ
と

課
題
、
執
行
方
針
の
樹
立
理

由
、
実
行
の
た
め
の
財
源
確

保
の
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

住
み
や
す
さ
に
関
し

て
は
、
都
市
基
盤
を
は
じ

め
、
産
業
、
福
祉
、
医
療
、

子
育
て
、
自
然
環
境
な
ど
広

く
領
域
が
あ
る
中
で
、
都
市

基
盤
に
お
い
て
は
、
道
路
や

公
営
住
宅
な
ど
の
計
画
的
な

整
備
と
維
持
、
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
定
住
促
進
に
向

                  Ｑ
：
町
長
の
指
針
は

住みやすさ　

Ａ
：
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
　

市
街
地
基
盤
の
形
成

か
。

②
政
策
立
案
を
す
る
上
で
、

政
策
の
裏
付
け
と
す
る
根

拠
、
政
策
立
案
に
必
要
と
さ

れ
る
重
要
な
事
項
は
何
か
。

③
第
７
次
総
合
計
画
に
お
け

る
進
行
管
理
計
画
に
つ
い

て
、
過
去
の
一
般
質
問
の
提

案
か
ら
政
策
に
反
映
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
政
策

を
実
行
す
る
た
め
に
議
員
に

期
待
す
る
役
割
は
何
か
。

町
長　

①
政
策
等
の
発
生
源

の
明
示
や
、
検
討
し
た
他
政

策
案
、
他
自
治
体
の
類
似
政

策
と
の
比
較
、
総
合
計
画
に

お
け
る
位
置
づ
け
や
関
係
法

令
等
の
根
拠
、
さ
ら
に
は
財

源
措
置
や
コ
ス
ト
計
算
と

い
っ
た
、
議
会
基
本
条
例
に

規
定
さ
れ
て
い
る
政
策
形
成

過
程
の
各
項
目
を
踏
ま
え
る

こ
と
が
基
本
と
考
え
る
。

②
時
代
背
景
や
ニ
ー
ズ
、
政

策
の
必
要
性
・
公
平
性
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
自
治
基

本
条
例
の
基
本
原
則
の
、
情

報
の
共
有
と
町
民
参
加
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

③
議
員
に
は
、
町
民
周
知
や

事
業
推
進
、
実
現
に
向
け
た

国
や
北
海
道
へ
の
要
請
活
動

に
つ
い
て
期
待
す
る
。
行
政

と
議
会
が
両
輪
と
な
り
、
町

政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

ま
ち
の
振
興
発
展
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

感
想　

町
長
か
ら
十
分
な
回

答
が
頂
け
た
。
議
員
が
行
う

活
動
に
つ
い
て
も
納
得
の
で

き
る
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後

と
も
、
一
般
質
問
を
通
じ

て
、
政
策
提
案
を
進
め
て
い

き
た
い
。

け
た
住
環
境
の
整
備
、
将
来

を
見
据
え
た
市
街
地
基
盤
の

形
成
な
ど
が
主
だ
っ
た
内
容

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方

策
を
執
行
方
針
に
盛
り
込
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
行

に
際
し
て
は
、
国
や
道
の
補

助
制
度
は
も
と
よ
り
、
有
利

な
地
方
債
の
活
用
な
ど
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
し
っ
か
り
と

財
源
確
保
を
図
っ
た
う
え
で

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

一般質問では幅広い視点から報告や説明を求める



                  

Ａ：地域の特性を生かし施策を推進
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口 
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町
長　

①
「
栗
山
町
若
者
定

住
促
進
助
成
制
度
」
な
ど
、

移
住
者
に
対
す
る
直
接
的
な

支
援
策
に
加
え
、
ク
リ
エ
ー

タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
事
業

展
開
を
通
じ
た
関
係
人
口
の

創
出
な
ど
、
様
々
な
角
度
か

ら
移
住
定
住
施
策
を
講
じ
て

佐藤功 議員
議
員　

令
和
12
年
度
ま
で
の

計
画
期
間
で
あ
る
第
７
次
総

合
計
画
基
本
構
想
で
は
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
若

者
・
子
育
て
世
代
が
移
住
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推

進
」
な
ど
の
若
者
・
子
育
て

世
代
の
移
住
安
定
政
策
に
よ

り
、
目
標
人
口
を
平
成
27
年

の
国
勢
調
査
の
人
口
を
基
準

と
し
て
、
令
和
12
年
度
の
目

標
人
口
を
１
万
２
０
０
人
と

設
定
さ
れ
た
。

　

一
方
で
は
栗
山
町
の
人
口

推
計
に
お
い
て
は
、
令
和
12

年
ま
で
は
特
に
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
大
き
い
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
生
産
年
齢
人

口
確
保
の
対
策
も
急
務
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

総
務
省
が
１
月
30
日
に
公

表
し
た
２
０
２
２
年
の
人
口

移
動
報
告
に
つ
い
て
、
栗
山

町
は
毎
年
転
出
者
が
転
入
者

よ
り
多
い
転
出
超
過
の
数
値

が
発
表
さ
れ
、
社
会
環
境
や

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
魅
力
あ

る
本
町
に
お
い
て
、
様
々
な

移
住
定
住
の
施
策
を
展
開
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
成

果
と
し
て
中
々
表
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
町
単
独
だ
け
で
な
く
、

由
仁
町
、
長
沼
町
、
南
幌
町

と
の
４
町
の
連
携
で
移
住
安

定
対
策
の
取
組
み
が
で
き
な

い
か
。

②
平
成
27
年
度
国
勢
調
査
に

お
い
て
栗
山
町
は
他
の
市
町

か
ら
働
き
に
来
て
い
る
人
が

多
い
が
、
栗
山
に
住
ん
で
も

ら
う
た
め
に
企
業
等
に
働
き

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
定
住

に
向
け
て
支
援
の
考
え
は
。

き
た
。
町
も
参
画
す
る
、
く

り
や
ま
移
住
促
進
協
議
会
で

の
「
く
り
や
ま
暮
ら
し
体
験

事
業
」
や
「
移
住
フ
ェ
ア
」

へ
の
出
店
に
よ
る
移
住
者
の

獲
得
、
南
空
知
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
組
合
や
北
海
道
空
知

地
域
創
生
協
議
会
な
ど
広
域

連
携
に
よ
る
取
組
も
進
め
て

き
た
。
今
後
、
本
町
単
独
、

南
空
知
４
町
、
そ
の
他
市
町

村
と
の
広
域
連
携
な
ど
、
地

　Ｑ：近隣町と連携した移住対策は

域
の
特
性
を
生
か
し
た
移
住

定
住
施
策
を
推
進
し
て
い

く
。

②
「
栗
山
町
若
者
移
住
促
進

助
成
制
度
」
は
転
入
後
の
住

宅
取
得
に
対
す
る
支
援
制
度

で
あ
る
。
他
の
市
町
村
か
ら

本
町
に
通
勤
者
を
含
む
28
世

帯
が
本
町
に
住
宅
を
取
得
し

定
住
し
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
移
住
相
談
な
ど
で

　　　移住フェア等に参加し栗山町の魅力をアピールしている

質
問
趣
旨　

人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
、
生
産
年
齢
人
口

を
増
や
し
て
、
以
前
の
よ
う

な
賑
わ
い
の
あ
る
町
に
す
る

た
め
の
施
策
を
伺
う
。

感
想　

栗
山
町
に
多
く
の
世

帯
が
移
住
で
き
る
よ
う
、
第

７
次
総
合
計
画
基
本
構
想

で
、
さ
ら
に
ラ
イ
フ
満
足
度

を
高
め
て
い
く
方
向
の
施
策

が
引
き
出
さ
れ
た
。

移
住
希
望
さ
れ
る
方
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
努
め
、
よ
り
効
果

的
な
支
援
策
に
調
査
、
検
討

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
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高  

齢  

者
Ａ：高齢社会に対応した見直しを検討

Ｑ：暮らしやすい交通環境の整備を

看板は高い位置にあると積雪時もよく見える

土井道子 議員

質
問
趣
旨　

元
気
な
高
齢
者

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
が
、
会
話
か
ら
、
バ
ス
路

線
へ
の
不
満
が
多
く
、
積
極

的
に
発
信
し
て
解
決
策
を
探

り
た
か
っ
た
。

議
員　

バ
ス
路
線
か
ら
外
れ

た
地
域
の
人
が
悩
む
の
が
、

バ
ス
の
循
環
で
あ
る
。
バ
ス

停
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、

体
に
負
担
が
か
か
る
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

　

教
育
行
政
執
行
方
針
に
は

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
び

の
機
会
を
提
供
す
る
」
と
あ

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
平
等

に
学
ぶ
機
会
が
提
供
さ
れ
、

生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
で

き
る
生
活
を
送
る
た
め
以
下

教
育
長　

①
本
町
で
は
、
重

度
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
地

域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た

め
、
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
代

を
助
成
す
る
「
福
祉
ハ
イ
ヤ

ー
利
用
料
金
助
成
制
度
」
を

行
っ
て
い
る
。

②
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
各
町
内
会
、
自
治

会
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
個

人
で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

で
組
織
さ
れ
、
協
力
委
員
と

教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。

　

学
習
の
目
的
で
あ
る
生
き

が
い
を
求
め
な
が
ら
、「
豊

か
な
知
識
と
社
会
参
加
」、

「
心
の
友
と
交
流
す
る
喜

び
」、「
心
と
体
の
健
康
」
の

三
つ
の
理
念
の
も
と
、
受
講

者
同
士
が
支
え
合
い
自
主
的

な
学
び
の
活
動
を
広
げ
て
い

る
。
交
通
手
段
が
な
い
受
講

者
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
同
士
で
乗
り
合
せ
な

感
想　

行
政
に
頼
る
だ
け
で

な
く
、
官
・
民
の
力
を
結
集

し
て
、
利
用
実
態
の
把
握
と

展
望
を
議
論
し
て
路
線
開
発

に
臨
む
こ
と
が
、
今
後
の
栗

山
町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
強
く
感
じ
て
い

る
。

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
公
共
交
通
手
段
の
確
保
が

難
し
い
地
域
に
居
住
し
て
い

る
高
齢
者
に
、
交
通
費
の
助

成
を
で
き
な
い
か
。

②
高
齢
者
大
学
「
い
き
い
き

ス
ク
ー
ル
」
の
受
講
者
に
、

町
所
有
の
車
等
を
活
用
し
送

迎
で
き
な
い
か
。

③
高
齢
者
が
車
で
参
加
で
き

る
よ
う
、
公
共
施
設
の
優
先

ど
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
在
、
町
所
有
の
車
等

で
送
迎
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

③
町
内
の
社
会
教
育
施
設
の

う
ち
、
５
カ
所
の
駐
車
場
に

身
障
者
用
の
駐
車
場
を
用
意

し
て
い
る
が
、
４
カ
所
が
路

面
標
識
で
、
積
雪
で
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
看
板
の
設
置
は
、

優
先
駐
車
を
表
示
す
る
コ
ー

ン
設
置
な
ど
の
検
討
に
加

え
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

高
齢
者
や
妊
婦
な
ど
も
利
用

し
や
す
い
優
先
駐
車
場
の
表

示
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

駐
車
マ
ー
ク
の
看
板
は
、
積

雪
時
で
も
は
っ
き
り
わ
か
る

よ
う
高
く
大
き
く
表
示
す
る

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
年
間
で
し
た
が
、

　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
出
し
ま
す

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

撮
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千
葉　

清
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場
所
：
栗
山
中
学
校　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　「ギシッ、ギシッ」外へ出て足を運ぶたびに心地よく雪
が鳴り、空気はキーンと張りつめ、頬を刺すような凍れる
朝は、木々は花が咲いたように白く、幻想的な空間に、通
勤途中であるにも関わらず足を止め、声にならない声で感
動し、目を奪われてしまう。
　こう書いていくと冬が好きなのかと思われるが、そうで
はない。しかし、思いとは裏腹に冬は美しい。そんな季節
も 3 月になれば、様相が変わってくる。一歩外へ出れば体
中こわばっていたのが、だんだんとその緊張も解け、日も
長くなり心地よい日光の温かさを感じられるようになる。
　ようやく長い冬に終わりを告げる。
　生まれも育ちも栗山町の私には、他の市町村とは比べる
術はないが、都会のあわただしさと違い季節の移り変わり
をゆっくりと感じられる。また、車があればどこへ行くに
もアクセスしやすい場所でもある。そう思うと、ここは北
海道の中心ではないかと考えてしまう。
　野菜もおいしい、当たり前のように食しているが、これ
も他から見ればとても贅沢なのだろう。ことわざに「灯台
下暗し」とある、きっとまだまだ私の気が付かない、いい
ところがあると思う。
　これからも、季節の移り変わりをゆっくりと感じながら、
新たな発見を見つけていきたい。
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6 月 9 日（金） 議会運営委員会

6月 13 日（火） 6月定例会議
～ 16 日（金）

　※全て 9時 30 分開会予定です

　「季節を感じながら」　　　　　　　　    
　　　廣瀬　知美さん（角田）

ひろせ　　  ともみ


